 　　　　　　　　　　
　　　　　　
29吉野川市　山川地区
　　　　　　　　　　　

　吉野川市山川地区には高越山、高越寺や船窪つつじ園などの吟行スポットが存在する。
高越山はJR徳島線阿波山川駅から車で約九十分、登山口から徒歩約三時間、高越寺はこの山頂に鎮座する。高越山は標高一千百三十三メートル、阿波富士とも呼ばれ、美しい姿をしており、四国百名山の一つで、美しい自然の景観と眺望から登山の山として親しまれている。登山道の表参道を行くと一時間半程度で「覗岩」に着き連なる山々の絶景を眺めることができる。次に中ノ郷の鳥居あり、さらに行くと山門に出る。高越寺を過ぎて進むと樹齢数百年とされる「天狗杉」があり、最後に空海の像があるとこが頂上である。
高越寺は奈良時代に役行者小角によって開かれたと伝わる修験道の道場であり、かつては東の「高野」西野「高越」と並び称されたという。本尊は金剛蔵王尊。入り口の山門が見所で、本堂から東服へ約四十メートル、三間一戸二階二重門、総けやき造りで両脇に真っ赤に塗られた金剛力士像が置かれている。また山門からは東は紀伊の山々、北は讃岐山脈から瀬戸内海と素晴らしい眺望を楽しむことができる。
船窪つつじ公園は高越寺から奥野々山へ尾根伝いに約三キロメートル、JR阿波山川駅から車で約三十分の場所にある。朱赤色のオンツツジを中心に約千二百株が群生、中には樹齢四百年を超えるものや高さ六メートルを超えるもがあり、「船窪のオンツツジ群落」として国の天然記念物に指定されている。一株から二十数本に及ぶ主幹を持つ巨大なものも多く、その威容に圧倒される。オンツツジの見頃は五月中旬から下旬。
忌部神社はJR山瀬駅から車で五分、山川町の忌部山に祀られている。千八百年の歴史を持つ忌部一族の御祭神である天日鷲命を祀る。新天皇即位時の践祚大嘗祭で使われる大麻で作った麁服調進には、麻植忌部が歴代の御殿人（麁服を制作・献上する役割を担う人）に指名された。一九九〇年（平成二年）の大嘗祭には忌部一族の直系である三木家から運ばれてきた麻が麁服に調整された。境内東側の高台は麁服の織殿跡で、本殿東には麁服を織る巫女の宿舎と心身を潔斎する「禊・祓」に関する史跡が残っている。
　　　　　　　　　　　　　　（新井義典）
																										
